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本
論
で
は
、
空
間
経
済
学
を
途
上

国
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
経
済
発
展
分
析

に
応
用
し
た
「
経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
（Geographical 

Sim
ulation M

odel

：
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）」⑴
に

つ
い
て
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
空
間
経

済
学
の
簡
単
な
説
明
を
交
え
て
紹
介
す

る
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
そ
の
も
の
は
、
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
が
発
案
し
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
と
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
（Econom

ic Research 
Institute For A

SEA
N
 and East 

Asia

：
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
と
の
研
究
に
利
用

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
九

年
六
月
三
日
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で

要
請
さ
れ
た
ア
ジ
ア
総
合
開
発
計
画
策

定
な
ど
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
政
策
提
言

に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 

●
空
間
経
済
学
と
は

　

空
間
経
済
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
経
済
学
の
中
で
、
必
ず
し

も
上
手
く
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
済

活
動
の
地
理
的
な
側
面
に
注
目
し
た
経

済
学
の
新
し
い
分
野
で
あ
る
。
空
間
経

済
学
で
は
、
経
済
活
動
が
特
定
地
域
に

集
ま
ろ
う
と
す
る「
集
積
力
」と
、
周
辺

地
域
に
分
散
し
よ
う
と
す
る「
分
散
力
」

の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の

地
理
的
分
布
が
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

二
〇
〇
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

を
受
賞
し
た
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
、「
レ
ー

ス
ト
ラ
ッ
ク
経
済
」
と
呼
ば
れ
る
空
間

経
済
学
の
モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
参
考
文
献

①
）。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
円
周
上
に

等
間
隔
に
都
市
が
存
在
し
て
い
る
（
ク

ル
ー
グ
マ
ン
の
モ
デ
ル
で
は
一
二
都

市
）
と
仮
定
す
る
。
ち
ょ
う
ど
、
時
計

の
文
字
盤
の
数
字
の
位
置
に
都
市
が
位

置
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の

経
済
に
は
、
農
民
と
工
場
労
働
者
が
存

在
し
、
農
民
は
各
都
市
に
住
み
、
移
動

す
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
工
場
労
働

者
は
、
よ
り
高
い
賃
金
と
低
い
物
価
を

求
め
て
、
都
市
間
を
移
動
で
き
る
。
ま

た
、
最
初
の
時
点
で
、
各
都
市
の
人
口

に
は
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
だ
け
差
が
つ
け
て

あ
る
（
す
べ
て
の
都

市
の
規
模
が
完
全
に

同
じ
だ
と
、「
均
衡
」

と
な
り
、
何
も
起
こ

ら
な
い
）。
こ
う
し

た
基
本
的
な
設
定
の

も
と
、
ク
ル
ー
グ
マ

ン
は
輸
送
費
の
大
き

さ
（
Ｔ
）、
工
業
製

品
に
つ
い
て
の
多
様

性
選
好
の
度
合
い

（
σ
）
な
ど
を
変
え

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
集
積
の

数
や
場
所
が
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
か
を

分
析
し
た
（
図
1
）。

●
Ｇ
Ｓ
Ｍ
と
は

　

Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
空
間
経
済
学
の
モ
デ
ル
に
、
さ
ら

に
中
間
財
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、
都
市

の
地
理
的
な
配
置
や
規
模
を
現
実
の

デ
ー
タ
に
即
し
て
設
定
し
た
モ
デ
ル
で

あ
る
。
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
二
〇
〇
九
年
度
版
の

段
階
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
に
中
国
と

イ
ン
ド
の
一
部
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

を
加
え
た
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。

分
析
は
国
よ
り
細
か
い
地
域
（
州
、
県

な
ど
）
を
対
象
に
し
て
お
り
、
モ
デ
ル

経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

（
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
の
開
発

　
　
　

 
―
東
ア
ジ
ア
地
域
開
発
へ
の
応
用

熊
谷　

聡

― 特 集 ―
APECはどこにいくのか？
APEC研究センター
コンソーシアム会議2010

図1　クルーグマンの“レーストラック経済”モデル

（注）横軸は都市（50都市）、縦軸は各都市の工場労働者の世界シェア。ほぼ等間隔に6つ
の集積ができていることがわかる。以下のページで実際に操作できる。
http://www.ide.go.jp/Japanese/Research/Theme/Eco/Spatial/index.html
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内
の
地
域
の
数
は
九
五
六
に
及
ぶ
。
Ｇ

Ｓ
Ｍ
は
（1）
当
該
地
域
の
人
口
と
産
業
の

立
地
を
長
期
的
に
予
測
す
る
、
（2）
特
定

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
国
境
で
の
通
関
円

滑
化
な
ど
の
効
果
を
地
域
レ
ベ
ル
で
予

測
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
持
っ

て
開
発
さ
れ
て
き
た
。
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
第
一

の
特
徴
と
し
て
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
精
密
に
再
現
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
都
市
間
の
距

離
を
計
算
す
る
際
に
は
、
単
な
る
直
線

距
離
で
は
な
く
、
道
路
・
空
路
・
海
路

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
距
離
・
時
間
・
コ
ス

ト
を
算
出
し
、
産
業
毎
に
最
も
輸
送
コ

ス
ト
が
安
く
な
る
ル
ー
ト
が
自
動
的
に

選
択
さ
れ
る
。モ
デ
ル
内
に
は
、陸
・
海
・

空
合
計
で
約
二
七
〇
〇
の
ル
ー
ト
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
第
二
の

特
徴
は
、
複
数
の
産
業
を
モ
デ
ル
に
組

み
込
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
Ｇ
Ｓ
Ｍ
で

は
ま
ず
、
産
業
を
農
業
／
鉱
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
三
つ
に
分
け
、
さ

ら
に
製
造
業
は
（1）
自
動
車
、
（2）
電
子
・

電
機
、
（3）
繊
維
・
衣
料
、
（4）
食
品
加
工
、

（5）
そ
の
他
、
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
別
に
加
え
産
業
別
の

分
析
が
可
能
に
な
る
。

● 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測

　

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
予
測
で
は
、
二
〇

〇
五
年
の
各
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
人
口
を

ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ら
が
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
予
測

し
て
い
る
。人
口
増
加
率
に
つ
い
て
は
、

国
単
位
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
長
期
予
測

に
基
づ
く
値
を
設
定
し
て
い
る
。一
方
、

経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
特
に
仮
定
を

置
か
ず
、
都
市
化
や
工
業
化
に
よ
っ
て

内
生
的
に
経
済
成
長
が
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
図
２
は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

予
測
の
結
果
を
人
口
に
つ
い
て
見
た
も

の
で
あ
る
。
タ
イ
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
で
人
口
が
減
少
す
る
地
域
が

多
く
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
国
で
は
都
市

―
農
村
の
格
差
の
問
題
が
顕
在
化
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

● 

メ
コ
ン
―
イ
ン
ド
経
済
回
廊
の

分
析

　

続
い
て
、
特
定
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
析
例
を
示
す
。
こ
こ

で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
・
タ
ウ
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
を
経

て
、
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
至
る
メ

コ
ン
―
イ
ン
ド
経
済
回
廊
（M

ekong-
India Econom

ic Corridor

：
Ｍ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
）
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
回
廊

に
沿
っ
て
高
速
道
路
お
よ
び
海
路
が
整

備
さ
れ
、
ま
た
、
国
境
で
の
通
関
が
円

滑
化
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、
道
路
の

走
行
ス
ピ
ー
ド
が
回
廊
部
分
に
つ
い
て

 50%以上

 減少

 25%
 0%

図2　人口増加率の予測（2005-2020年）
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平
均
時
速
三
八
・
五
キ
ロ
か
ら
六
〇
キ

ロ
に
向
上
す
る
こ
と
、
国
境
の
通
関
に

か
か
る
時
間
・
金
銭
的
コ
ス
ト
が
約
半

分
に
な
る
こ
と
な
ど
を
仮
定
し
て
い

る
。

　

図
３
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
一
〇
年
後
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
と

比
較
し
た
試
算
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に

沿
っ
て
、
特
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
一
部

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
一
部
が
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
で
見
た
経
済
的
利
益
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
か

ら
離
れ
た
地
域
で
は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予

測
よ
り
も
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
下
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
。
特
定
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
開
発
が
「
集
積
」
を
呼
び
込
む
こ
と

で
、
他
の
地
域
の
中
に
は
負
の
影
響
を

受
け
る
地
域
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

● 

お
わ
り
に

　

Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
空
間
経
済
学
を
東
ア
ジ
ア

に
応
用
し
た
数
少
な
い
モ
デ
ル
で
あ

り
、現
在
も
開
発
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
大
き
な
利
点
は
、
特
定
の

イ
ン
フ
ラ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
経
済

的
な
利
益
（
お
よ
び
不
利
益
）
を
も
た

ら
す
地
域
を
視
覚
化
し
て
分
析
で
き
る

点
で
あ
る
。
特
に
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
に

よ
っ
て
集
積
が
形
成
さ
れ
る
地
域
を
特

定
す
る
ほ
か
、
結
果
と
し
て
発
展
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
の
存
在
を
具

体
的
に
指
摘
で
き
る
意
義
は
大
き
い
。

　

一
方
で
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

モ
デ
ル
の
精
緻
化
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で

あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
で
は
経
済
地
理

デ
ー
タ
の
整
備
が
Ｅ
Ｕ
な
ど
に
比
べ
て

大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
精
度
の
高
い
分

析
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
国
よ
り
下

の
州
・
県
な
ど
の
レ
ベ
ル
で
の
信
頼
で

き
る
部
門
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
部
門
別
雇
用
者

数
な
ど
の
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
国
も

多
く
あ
る
。
今
後
、
大
き
く
発
展
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
地
域
で
、

人
口
や
産
業
の
立
地
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
を
分
析
す
る
た
め
の
基
礎

的
な
デ
ー
タ
す
ら
存
在
し
な
い
、
と
い

う
現
状
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
早
急

に
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
く
ま
が
い　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

経
済
統
合
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

《
注
》

⑴ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
主
体
の
研
究
成
果
に
お
い
て

は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
／
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
―
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と

表
記
さ
れ
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
主
体

の
研
究
成
果
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―

Ｇ
Ｓ
Ｍ
と
表
記
さ
れ
る
。
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図3　メコン―インド経済回廊の経済効果の試算（インフラ建設10年後）




